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　一般会計と５つの特別会計を合わせた決算額は、

歳入が６５７億７９７５万円、歳出が６５０億２４２５万円でした。

　翌年度へ繰り越して使う７５２７万円を差し引いた実

質収支額は６億８０２３万円で、２９年度に使うお金とし

て繰り越しました。
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未来に向けた子育て・教育

◇中学３年生までの子ども医療費を助成《２億９８５３万円》

◇病児保育の実施《１４０７万円》

◇中学３年生の普通教室にエ

アコンを設置《１億８６４１万円》

◇きらめき創造館の整備

《３億１２４８万円》

◇学校給食センターの建て替

え《９５６１万円》

◇産後ケア事業の実施《８８万円》

健康・安心・支えあい

◇富田林病院の医療機器などの更新《１億４０１７万円》

◇市民検診の実施《１億２７３２万円》

◇臨時福祉給付金の支給《４億６１８７万円》

地域の 賑 わい・活性化
にぎ

◇若者に対する雇用支援策の実施《２５１万円》

◇創業費用への補助《１５０万円》

◇妊娠された人へお祝い品を贈呈

《１９５２万円》

◇金剛きらめきイルミネーションの

実施《７６６万円》

安全なまちと快適な環境

◇市内危険箇所への防犯カメラ設置《６８２３万円》

◇府道美原太子線と市道桜井１号線交差箇所の鉄道高架

事業《６０００万円》

◇道路ストック総点検に基づく計画的な道路の補修

《８１７５万円》

行財政改革の推進

◇各種証明書のコンビニ交付サービス開始《３１１万円》
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■
一
般
会
計

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
３
８
８

億
１
０
４
４
万
円
、
歳
出
は
３

８
１
億
９
１
６
６
万
円
で
し

た
。
　
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
使
う

お
金
７
５
２
７
万
円
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
額
は
５
億
４
３

５
１
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
　

年
度
実
質
収
支
か

２８

ら
　
年
度
実
質
収
支
を
引
い
た

２７
単
年
度
収
支
額
に
つ
い
て
は
２

７
０
４
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税

が
１
３
４
億
８
１
４
９
万
円
で

歳
入
全
体
の
　
・
７
㌫
を
占
め

３４

て
お
り
、
昨
年
度
の
１
３
４
億

５
５
８
８
万
円
に
比
べ
て
２
５

６
１
万
円
（
０
・
２
㌫
）
の
増

収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税

は
　
億
２
８
７
８
万
円

６１
で
昨
年
度
の
　
億
４
０

６４

２
０
万
円
に
比
べ
て
３

億
１
１
４
２
万
円
（
４
・

８
㌫
）
の
減
収
と
な
り
、

地
方
消
費
税
交
付
金
は

　
億
３
５
８
６
万
円
で

１９昨
年
度
の
　
億
８
３
２

２１

６
万
円
に
比
べ
て
２
億

４
７
４
０
万
円
（
　
・
１１

３
㌫
）
の
減
収
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
　
・
１
㌫
を

４９

占
め
る
民
生
費
は
、
臨

時
福
祉
給
付
金
の
対
象

者
お
よ
び
支
給
額
の
変

更
に
よ
る
増
加
や
、
障

が
い
者
自
立
支
援
給
付

費
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
昨
年
度
に
比
べ
て

５
億
１
４
５
３
万
円

（
２
・
８
㌫
）
増
の
１

８
７
億
７
８
３
１
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
て
替
え
や

健全化判断比率などを公表します

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、本市の

２８年度決算における健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質

赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）と資金不足比率を

算定しました。

　「実質赤字比率」とは、一般会計などの赤字の程度を指標化し

たもので、国民健康保険などの公営事業会計も含めて指標化し

たものを「連結実質赤字比率」といいます。実質赤字比率と連

結実質赤字比率は、全会計の実質収支の合計で赤字が発生して

いないため、数値はありません。

　「実質公債費比率」とは、地方公共団体における地方債の償還

による財政負担の度合いを判断する指標です。公営企業の元利償還金への一般会計からの繰出金を算入するなど、従来の起債

制限比率を見直したものとなっています。２８年度の実質公債費比率（２６～２８年度の３カ年平均）は－０.９㌫です。

　「将来負担比率」とは、将来への負担（地方債残高、退職手当支給見込額など）の割合を指標化したもので、地方債残高と退

職手当支給見込額などを分子とし、地方公共団体が標準的な行政活動をするために必要な一般財源総量（元利償還金等に係る

交付税算入額を除く）を分母として計算します。２８年度は、将来への負担が発生していないため、数値はありません。

　資金不足比率は、公営企業会計（本市では水道事業と公共下水道事業）についての指標ですが、２８年度決算で資金不足が生

じていないため、いずれも数値はありません。

き
ら
め
き
創
造
館
の
整
備
に
よ

り
教
育
費
が
６
億
３
２
７
万
円

（
　
・
２
㌫
）
増
の
　
億
３
５

１６

４３

９
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
事
業
、
介
護

保
険
事
業
な
ど
５
つ
の
特
別
会

計
の
う
ち
、
財
産
区
を
除
く
４

つ
の
特
別
会
計
に
対
し
て
、
一

般
会
計
か
ら
一
定
の
お
金
が
繰

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
実
質
収
支
は
介

護
保
険
事
業
で
は
１
億
４
６
０

４
万
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
で
は
５
４
２
８
万
円
、
南
河

内
広
域
行
政
共
同
処
理
事
業
で

は
５
０
４
万
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険

事
業
で
は
６
８
６
４
万
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
市
債
お
よ
び
　

　
　
　
基
金
残
高

　
道
路
整
備
や
公
共
施
設
建
設

な
ど
の
た
め
に
借
り
入
れ
る
市

債
の
残
高
は
、
前
年
度
よ
り
１

８
０
６
万
円
増
の
２
６
７
億
３

５
７
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
市
の
貯
金
に
当
た
る

基
金
の
残
高
は
、
前
年
度
よ
り

２
３
６
３
万
円
増
の
１
０
８
億

７
７
０
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。



４

水
道
事
業

　
水
道
事
業
収
益
（
収
益
的
収

入
）
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て
０
・

１
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
給
水
収
益
に
つ
い
て

は
、
給
水
人
口
の
減
少
な
ど
に

よ
り
昨
年
度
に
比
べ
０
・
４
㌫

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
費
用
（
収
益
的
支

出
）
は
、
職
員
数
の
減
に
よ
る

人
件
費
や
修
繕
費
の
減
少
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
度
に
比

べ
て
１
・
２
㌫
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
収
益
的
収

支
で
は
３
億
７
０
９
６
万
円
の

純
利
益
が
生
じ
ま
し
た
。

　
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
１

億
３
１
３
４
万
円
と
そ
の
他
未

処
分
利
益
剰
余
金
変
動
額
８
億

７
０
０
０
万
円
を
合
わ
せ
た
　２８

年
度
末
の
当
年
度
未
処
分
利
益

剰
余
金
は
、　

億
７
２
３
０
万

１３

円
と
な
り
ま
す
。

　
資
本
的
収
支
の
不
足
額
　
億
１３

８
８
５
３
万
円
は
、
当
年
度
分

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
１

億
２
３
３
１
万
円
、
減
債
積
立

金
１
億
７
０
０
０
万
円
、
建
設

改
良
積
立
金
７
億
円
お
よ
び
過

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
３

億
９
５
２
２
万
円
で
補
て
ん
し

ま
し
た
。

　
企
業
債
の
年
度
末
残
高
は
、

　
億
７
４
７
５
万
円
で
す
。

３１　
な
お
、
安
全
、 
強
 

き
ょ
う

 靭
 、
持
続

じ
ん

の
観
点
か
ら
、　

年
度
に
実
施

２８

し
た
主
な
工
事
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
災
害
対
策
事
業

・
彼
方
・
佐
備
水
道
管
敷
設
替

え
工
事

・
寺
池
台
二
・
三
丁
目
水
道
管

敷
設
替
え
工
事

・
初
芝
富
田
林
中
学
校
・
高
等

学
校
進
入
路
水
道
管
敷
設
工
事

・
羽
曳
野
市
と
の
間
で
緊
急
連

絡
管
を
新
た
に
敷
設
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下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

下
水
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事
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会
計
決
算
報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

　
年
度

２８

●
老
朽
化
対
策
事
業
　

・
五
軒
家
受
水
場
設
備
更
新
工

事・
高
辺
台
一
丁
目
水
道
管
敷
設

替
え
工
事

・
南
旭
ケ
丘
町
水
道
管
敷
設
替

え
工
事

下
水
道
事
業

　
下
水
道
事
業
収
益
（
収
益
的

収
入
）
は
、　

億
５
６
４
９
万

３４

円
で
、
使
用
料
収
益
に
つ
い
て

は
、　

億
６
６
７
１
万
円
と

１３

な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
費
用
（
収
益
的

支
出
）
は
、　

億
４
４
８
２
万

３１

円
と
な
り
、
収
益
的
収
支
は
３

億
１
１
６
７
万
円
の
純
利
益
が

生
じ
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
の
不
足
額
　
億
１０

３
９
４
１
万
円
は
、
当
年
度
分

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
４

５
７
１
万
円
、
引
継
金
１
億
５

７
７
２
万
円
、
当
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
７
億
１
３
３
７

万
円
、
当
年
度
利
益
剰
余
金
処

分
額
１
億
２
２
６
１
万
円
で
補

て
ん
し
ま
し
た
。

　
企
業
債
の
年
度
末
残
高
は
、

１
７
７
億
６
６
１
８
万
円
で
す
。

◆
未
整
備
地
域
の
早
期
解
消
を

め
ざ
し
て

　
下
水
道
事
業
は
、
公
共
下
水

道
事
業
と
浄
化
槽
整
備
推
進
事

業
の
２
つ
の
手
法
を
活
用
し
、

生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
投
資
を
抑
制
し
、
効
率
性
の

高
い
浄
化
槽
を
併
用
す
る
こ
と

で
、
本
市
の
生
活
排
水
対
策
全

体
の
財
政
リ
ス
ク
の
低
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
に
実
施
し
た
主
な
工

２８
事
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業

・
大
井
処
理
区
（
　
・
　

㌶
）

３２

７５

の
汚
水
面
整
備

・
狭
山
処
理
区
（
２
・
　

㌶
）

９４

の
汚
水
面
整
備

・
狭
山
処
理
区
の
既
設
 管
  渠
 の

か
ん
 
き
ょ

長
寿
命
化
対
策
工
事

※
　
年
度
末
の
処
理
区
域
内
人

２８
口
は
、　

万
２
０
７
２
人
（
昨

１０

年
度
　
万
８
６
８
人
）
で
、
人

１０

口
普
及
率
は
、　

・
８
㌫
（
昨

８９

年
度
　
・
０
㌫
）
と
な
り
ま
し

８８

た
。

●
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

・
　

基
の
浄
化
槽
を
設
置

２４
問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
総
務

課
（
内
線
２
５
８
）
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６

　
　
年
４
月
か
ら
保
育
所
へ
入

３０
所
を
希
望
さ
れ
る
人
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。

■
入
所
基
準
　
保
護
者
の
い
ず

れ
も
が
次
の
条
件
に
あ
る
場
合

（
た
だ
し
、
そ
の
児
童
を
保
育

で
き
る
人
が
い
る
場
合
を
除
き

ま
す
）

・
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

・
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
日

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て

い
る

・
出
産
前
後
（
お
お
む
ね
８
週

間
）

・
病
気
や
け
が
、
ま
た
は
心
身

に
障
が
い
が
あ
る

・
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
気

の
人
や
心
身
に
障
が
い
の
あ
る

人
が
い
る
た
め
常
時
介
護
を
し
て

い
る（
別
居
親
族
の
介
護
含
む
）

・
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害

に
よ
り
そ
の
復
旧
に
あ
た
っ
て

い
る

※
そ
の
他
、
求
職
活
動
や
職
業

訓
練
、
通
学
な
ど
も
入
所
基
準

に
該
当
し
ま
す
。

■
申
込
書
の
配
布
　
　
月
９
日

１１


～
、
こ
ど
も
未
来
室
、
各
保

育
所
、
金
剛
連
絡
所
で
配
布

■
必
要
書
類
　
入
所
申
込
書
、

保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書

（
就
労
証
明
な
ど
）、
児
童
健
康

問
診
票
、
家
庭
の
状
況
届
な
ど

※
保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書

は
、　

歳
未
満
の
同
居
の
祖
父

６５

母
に
つ
い
て
も
必
要
で
す
。

※
求
職
活
動
で
の
申
し
込
み
の

場
合
は
、
求
職
活
動
内
容
が
確

認
で
き
る
書
類
と
１
カ
月
以
上

の
活
動
報
告
が
必
要
で
す
。

■
受
け
付
け
と
面
接

・
第
１
次
＝
　
月
７
日

～
　

１２

２２

日


・
第
２
次
＝
　
年
１
月
　
日


３０

１５

～
２
月
　
日


１６

※
い
ず
れ
も
市
役
所
２
階
こ
ど

も
未
来
室
で
受
け
付
け
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）。
た

だ
し
、　

月
　
日

と
　
日


１２

１６

１７

は
受
け
付
け
ま
す
。

※
子
ど
も
を
同
伴
し
、
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
所
の
承
諾
　
入
所
基
準
に

よ
り
、
第
1
次
受
け
付
け
分
か

ら
順
次
選
考

※
第
2
次
受
け
付
け
は
、
残
り

の
枠
で
の
選
考
と
な
り
ま
す
。

■
結
果
通
知
　
第
１
次
受
け
付

け
分
は
　
年
１
月
下
旬
に
、
第

３０

２
次
受
け
付
け
分
は
３
月
中
旬

に
通
知

※
な
お
、
定
員
に
余
裕
の
な
い

場
合
な
ど
は
、
待
機
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
２
、
２
９
４
）

友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱいっぱいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ししししししししししししししししししししししししししししし楽しいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育保育所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所

　
年
度
保
育
所
入
所
者
の
受
け
付
け

３０　
第
１
次
は
　
月
７
日

～
　
日


１２

２２

減

玄

源

現

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障がががががががががががががががががががががいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医障がい者医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 の医療証をお持ちの人へ老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医老人医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひとととととととととととととととととととととりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医ひとり親家庭医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももも医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医子ども医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療

333333333333333333333000000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららら福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度ががががががががががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままま30年４月から福祉医療費助成制度が変わりますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

■変更のポイント

○障がい者医療、ひとり親家庭医療の対象者が拡充されます。３０年３月３１日時点で老人医療対象者のうち、障がい者医

療、ひとり親家庭医療の対象とならない人は、３０年４月１日以降は助成対象外となりますが、経過措置として３３年３月

３１日まで引き続き助成対象となります。

○ひとり親家庭医療、子ども医療対象者の一部自己負担額に変更はありません。障がい者医療、老人医療の経過措置対象

者は、院外調剤への自己負担額を導入し、１つの医療機関など当たりの上限日数がなくなります。医療機関によっては、

１カ月当たりの窓口での支払額が３０００円までとなりますが、３０００円を超えた場合でも、超えた額をお返し(償還)します。

問い合わせ　福祉医療課（内線１６３、１６４）



７

　
町
会
（
自
治
会
）
や
各
種
団

体
が
市
内
で
開
催
す
る
屋
外
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
も
、
授
乳
や
お

む
つ
交
換
が
で
き
る
よ
う
に

「
ベ
ビ
ー
休
憩
室
用
テ
ン
ト
」

と
「
お
む
つ
交
換
台
」
の
貸
し

出
し
を
開
始
し
ま
す
。

　
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た
保

護
者
が
安
心
し
て
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ

積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

貸
出
内
容

◇
ベ
ビ
ー
休
憩
室
用
テ
ン
ト

１
・
８
㍍
×
１
・
８
㍍（
１
張
）

１
・
８
㍍
×
２
・
７
㍍（
１
張
）

◇
お
む
つ
交
換
台

◇
授
乳
用
椅
子

費
用
　
無
料

※
貸
し
出
し
を
受
け
る
に
は
、

事
前
に
貸
出
申
込
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
０
３
）

移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室移動式ベビー休憩室のののののののののののののののののののののの
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「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
か
か
る
包
括
連
携
・

協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
ま
し
た

　
９
月
　
日
、
本
市
と
大
阪
で

１８

３
番
目
の
Ｊ
リ
ー
グ
入
り
を
め

ざ
し
て
い
る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
「
Ｆ
Ｃ
大
阪
」
が
「
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
に
か
か
る
包
括
連

携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
本
市
の
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
と
Ｆ
Ｃ
大
阪
の

ク
ラ
ブ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
大
阪
を

世
界
に
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
一

致
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
一
緒
に
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
協
定
に
よ
り
、
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
か
か
る
Ｆ
Ｃ

大
阪
と
の
協
力
関
係
を
さ
ら
に

強
化
し
、
本
市
の
知
名
度
向

上
・
フ
ァ
ン
獲
得
の
た
め
の
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
活
動
を
よ
り
効

果
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
予
定

●
富
田
林
テ
レ
ビ
（
愛
称
＝
と

ん
テ
レ
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ

「
 Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
 ！
」（
国

内

メ

フ

レ

ッ

シ

ュ

デ
ィ
ア
最
大
の
動
画
サ
イ
ト
）

を
活
用
し
、
全
世
界
に
向
け
て

本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
す
。

毎
月
最
終
水
曜
日
、
午
後
６
時

よ
り
 Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
 （
き
ら
め
き

ト

ピ

ッ

ク

創
造
館
）
に
て
公
開
生
放
送
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
Ｆ
Ｃ
大
阪
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に

お
け
る
本
市
の
Ｐ
Ｒ
（
予
定
）

　
Ｆ
Ｃ
大
阪
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
時

に
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
機
会

を
設
け
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
市
民
無
料
観
戦
デ
ー

「（
仮
称
）
富
田
林
市
民
応
援

デ
ー
」
の
実
施
も
予
定
を
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
４
）

建設工事、測量・建設コンサルタント
等業務委託の入札参加願いを受け付け

　本市では、３０～３２年度の建設工事、測量・建設

コンサルタント等業務委託（上下水道事業の入札

参加を含む）の入札参加願いを受け付けます。

　希望者は、契約検査課で申請の提出要領を受け

取るか、市ウェブサイトの各課のページ「契約検

査課」（契約検査係・入札参加資格申請）からダウ

ンロードしてください。提出要領の交付は、１１月

６日からです（土・日曜日、祝日を除く）。

受付期間　１２月４日～２２日（消印有効）

※事前に、「市業者登録受付システム」に必要事項

を入力し（入力方法は提出要領に記載）、必要書類

を郵送または宅配便で送付してください（持参不

可）。

資格有効期間　３０年４月１日～３３年３月３１日

の３年間

問い合わせ　契約検査課（内線４７６、４７７）

学校給食用物資納入業者登録申請を    
追加受け付け

　市小・中学校給食会では、３０年度の学校給食用

物資納入業者の追加登録申請を受け付けます。

登録申請書の配布・受け付け　１１月６日～、富

田林学校給食株式会社（第一学校給食センター内）

で配布する申請書（小・中学校共通様式）に必要

書類を添付し、１１月１３日～２２日（土・日曜日

を除く午前８時～午後４時）に、富田林学校給食

株式会社へ（郵送不可）

※受け付け後、審査の上登録します。

※その他、登録要件など詳しくは、お問い合わせ

ください。

問い合わせ　小学校給食用物資納入業者登録に関

することは同センター内市小学校給食会事務局

（富田林学校給食株式会社）〔(５５)３４００〕、中学校

給食用物資納入業者登録に関することは同セン

ター内市中学校給食会事務局〔(３４)７１１０〕

南河内環境事業組合の条件付き一般競
争入札参加資格申請を受け付け

　同組合では、残さい運搬処理業務委託の条件付

き一般競争入札参加資格申請を受け付けます。　

履行期間　３０年４月１日～３３年３月３１日の３

年間

申請書提出要領の配布　１１月１７日（土・日曜日、

祝日を除く午前９時～午後５時３０分）まで、同組

合総務企画課（５８４・００５４甘南備２３４５）で配布

※同組合ホームページ〔http://www.minamikawa

chi-kankyo.or.jp/〕からダウンロードもできます。

申請方法　１１月１日～１７日（土・日曜日、祝

日を除く午前９時～午後５時３０分）に、申請書提

出要領に基づき作成した書類を同組合総務企画課

〔(３３)６５８４〕へ持参（郵送不可）

テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換テント＆おむつ交換台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台

ををををををををををををををををををををを貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸ししししししししししししししししししししし出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすを貸し出しします！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！



８

防火図画コンクール入賞・入選作品決定

　同コンクールは、市消防本部と防火協会が「火の用心」

を呼び掛けるため、管内小・中学校の児童・生徒を対象

に、毎年実施しています。今年は、７６１点の応募の中から

最優秀賞２点、入賞・入選５３点の作品が選ばれました。

最優秀賞

・浅田　恵衣さん（高辺台小学校４年生）

・藤井　英隆さん（喜志中学校３年生）

　この２点を「秋の火災予防運動」のポスターとして使

用し、公共施設や事業所などに掲示します。

問い合わせ　市消防本部予防課〔(２３)１１２４〕

第31回「まちの樹・緑」図画コンクール入
賞作品決定

　（一財）市公園緑化協会では、市内小学校の児童を対象

に、同コンクールの作品を募集したところ、８０２点もの応

募があり、審査の結果、最優秀賞

１点、金賞６点、銀賞１０点、銅賞

１３点の入賞が決まりました。

最優秀賞　

・上野　翔平さん（錦郡小学校６

年生）

金賞　

・林　直生さん（喜志小学校１年

生）

・今城　美璃音さん（小金台小学校１年生）

・木村　優花さん（錦郡小学校３年生）

・中野　茜さん（川西小学校４年生）

・内田　莉子さん（川西小学校５年生）

・梅山　八依菜さん（小金台小学校６年生）

※入賞作品を１１月５日までけあぱる、８日から２６日

まですばるホールに展示します。また、市内の公共施

設に入賞作品と緑の情報を掲載した啓発冊子「グリーン・

あい第８６号」を備え付けていますので、ぜひご覧ください。

問い合わせ　同協会（内線４０９）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交

付
す
る
休
日
窓
口
を
次
の
日
程

で
開
設
し
ま
す
。
申
請
者
本
人

が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
５
日

、　

月
３

１１

１２

日

、
午
前
９
時
～
正
午
　

コンビニ交付サービスが一時休止します

　本市では、マイナンバーカードを利用した証明書の「コンビニ

交付サービス」を実施しています。

　同サービスでは、住民票の写しや印鑑登録証明書、市・府民税

証明書（現年度分）の発行ができますが、次の日は、システム点

検のため、一時休止になりますのでご注意ください。

休止日　１１月２３日、午前９時～午後７時

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１)、課税課(内線１１７)

▲藤井さんの作品▲浅田さんの作品

　
本
市
で
は
、
　

歳
を
迎
え
た

２０

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
門
出
を

祝
っ
て
、
　

年
１
月
８
日

に

３０

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
の
式
典
に
お
い
て
、
舞

台
上
で
次
の
こ
と
を
し
て
い
た

だ
け
る
新
成
人
を
募
集
し
ま

す
。

①
花
束
お
よ
び
記
念
品
を
受
け

取
る
人
＝
男
女
各
3
人

②
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
を
述
べ

る
人
＝
男
女
各
1
人

対
象
者
　
平
成
９
年
４
月
２
日

～
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

１０
れ
た
人
で
、　

月
　
日

、
午

１２

１４

後
７
時
～
、 
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
 （
き

ト

ピ

ッ

ク

ら
め
き
創
造
館
）
で
開
催
す
る

説
明
会
に
参
加
で
き
る
人

申
し
込
み
　
　
月
　
日

（
必

１１

３０

着
）
ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
①
ま
た
は

②
の
希
望
を
記
入
し
、

５
８

４
・
８
５
１
１
常
盤
町
１
の
１

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

〔

　
８
０
５
６
〕
へ

（２６）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

説
明
会
に
参
加
し
た
人
の
中
か

ら
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

成人式式成人式式典典

での登壇での登壇者者

を募を募集集

　
　
月
３
日

～
　
日

に
、

１１

１２

市
役
所
1
階
多
目
的
ト
イ
レ
の

改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
工
事
中
は
１
階
多
目
的
ト
イ

レ
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん

の
で
、
車
い
す
を
ご
利
用
の
人

は
、
２
階
車
い
す
用
ト
イ
レ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
２

階
ト
イ
レ
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
に

は
対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
３
１
、
３
３
３
）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

市
役
所
１
階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階

多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ

多
目
的
ト
イ
レ
のののののののののののののののののののののの

改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
ををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

改
修
工
事
を
実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施

▲

上
野
さ
ん
の
作
品

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
会
議
室

（
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
）

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
    

申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
へ

　
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て

い
る
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
」
の
返
信
用
封
筒
の
差

出
有
効
期
間
（
　
年
　
月
４
日

２９

１０

ま
で
）
が
延
長
さ
れ
、「
　
年
５

３１

月
　
日

ま
で
」
切
手
を
貼
ら

３１
ず
に
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
、
１
３
２
）

マイナンバーカード

の日曜交付
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富田林市総合防災訓練を実施

　今年度の防災訓練は、第１部で金剛・城・藤陽・明治

池中学校区にお住まいの皆さんを対象に、お近くの訓練会

場（避難所）まで避難していただく訓練を実施します。

　また、第２部では小金台小学校グラウンドで救助訓練な

どを実施します。

とき・ところ　１１月１２日

●第１部「避難訓練」（午前９時～１０時３０分）＝金剛・金剛

東地区内の避難所１５カ所（市民総合体育館を除く）

●第２部「救助訓練」（午前１１時～午後１時）＝小金台小学

校グラウンド（車で来場される場合は、明治池中学校グラウ

ンドに駐車してください）

※本市に気象警報が発表されている場合や本市および隣接

市町村で震度４以上の地震が発生した場合などは訓練を中

止します。詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　危機管理室（内線９５０１）

防災無線を用いた訓練放送を実施

　全国一斉に、全国瞬時警報システム（ Ｊ －
ジェイ

 ＡＬＥＲＴ ）
ア ラ ー ト

を用いた情報伝達訓練が実施されます。

●全国一斉情報伝達訓練

とき　１１月１４日、午前１１時ごろ

※ただし、気象・地震活動の状況などによっ

ては、訓練を中止することがあります。

問い合わせ　危機管理室（内線９５０３）

第34回富田林商工祭

とき　１１月１９日、午前１０時～午後３時（荒天中止）

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　青果の即売、管内事業所による即売、南河内特産品

の販売、イベント、うまいものコーナーなど

問い合わせ　富田林商工会〔(２５)１１０１〕

2017市農業祭

とき　１１月２３日、午前９時～午後２時３０分（荒天中止）

ところ　石川河川敷川西グラウンド

内容　富田林産の新鮮な野菜や果物、花などの即売、大鍋

で煮た富田林特産の「えび芋」入り豚汁の振る舞い（午前

１１時３０分ごろ～、数量限定）など　※駐車場が大変少ない

ため、会場へはできるだけ公共交通機関をご利用ください。

問い合わせ　ＪＡ大阪南大伴営農経済センター〔(２５)

９３１１〕、農業振興課（内線４４３）

第14回障がい者雇用推進フォーラム in 南河内

　富田林市、河内長野市、大阪狭山市、太子町、河南町、

千早赤阪村と支援機関、事業所などが連携し、障がい者の

雇用を地域で支える仕組みづくりについて考えるフォーラ

ムを開催します。

とき　１１月２８日、午後１時～４時

ところ　すばるホール４階銀河の間・秀月の間

内容　①「生活相談」「就労相談」、②「就活スタイリッシュ

教室」「就活メイクアップ教室」　参加費　無料

※①は当日、直接会場へ。②は事前の申し込みが必要です

（申込方法など詳しくは、お問い合わせください）。

問い合わせ　同フォーラム実行委員会事務局南河内南障害

者就業・生活支援センター〔(５３)６０９３・(５３)６０９５〕

第８回とんだばやし認知症市民フォーラム 　
～支え合い、いきいき暮らせるまちづくり～

　認知症は、糖尿病などの生活習慣病がリスクを高める要

因の一つであることから、早い段階からの食生活の改善や

適切な運動を日々の生活で実践することが大切です。

　今回のフォーラムでは、幅広い世代の人に生活習慣病対

策や認知症について理解していただくため、子どもたちの

読書感想文の発表や医療従事者、地域住民などによる講演

や事例発表を通じて、さまざまな予防法と先進的な地域の

取り組み事例を紹介します。

とき・内容　１１月１８日　

●午後０時３０分～１時３０分

・ロコモ度テスト、血糖・血圧測定、もの忘れ簡易チェッ

クテスト、糖尿病食・介護食試食、健康・介護・栄養相談、

パネル展示

●午後２時～

・認知症に関する小・中学生の読書感想文の発表と表彰

・認知症予防クイズ（認知症予防のポイントなどを説明）

〔講師＝森口　英世さん（森口医院院長）〕

・講演「生き活き暮らせる街づくり」〔講師＝島崎　寛将さ

ん（大阪国際がんセンター作業療法士）〕

・講演「地域づくりは幸せホルモンから～認知症の理解が、

子育てに 繋 がる～」〔講師＝ 今城　保定さん（今城クリニッ
つな

ク 院長）〕

・地域での取り組みの発表

ところ　すばるホール４階銀河の間

定員　４００人（当日、直接会場へ）　参加費　無料

問い合わせ　高齢介護課（内線1８３）

介護就職デイ2017

　介護関係の仕事の面接会と相談会を開催します。

※参加事業所はハローワーク河内長野ホームページ〔http:

//osaka-hellowork.jsite.mhlw.go.jp/list/nagano.html〕に記載。

とき　１１月２０日、２１日、午後２時～４時

ところ　ハローワーク河内長野２階大会議室（河内長野市

昭栄町７の２）　※当日、直接会場へ。

問い合わせ　ハローワーク河内長野〔(５３)３０８１〕

若者就職応援フェア in 南河内

　就職について悩みや疑問のある１５歳からおおむね４０歳代

前半までの人および子どもの就職で悩んでいる保護者など

を対象に、セミナーと個別就職相談会を実施します。

とき　１１月２９日、午後１時～４時

ところ　キックス（河内長野市昭栄町７の１）

内容　①セミナー「プロコーチが教える！コミュニケー

ション力、自己分析力アップ講座」（午後１時１５分～２時４５

分）、②個別就職相談会（午後１時～、午後２時～、午後３

時～の１回５０分）

定員　①３０人、②各３人　参加費　無料

申し込み　１１月６日～、商工観光課〔（内線４８１）・(２６)

２０２０〕へ（いずれも申し込み先着順、ファクスで申し込む

場合は、住所、氏名、年齢、電話番号、参加希望のイベン

トを明記してください）　※当日は、府総合労働事務所の

職員による労働相談も同時開催しますので、賃金カット、

職場におけるハラスメントなどについて相談のある人はお

越しください（年齢不問、当日直接会場へ）。
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公共施設再配置計画の策定に向けて資料を　
掲載します

　本市の公共施設の多くは、高度経済成長期や人口急増期

に整備されたもので、現在、建築後３０年以上経過する施設

が全体の約６割を占め、市役所庁舎を含め未耐震の公共施

設も複数存在しています。

　今後、集中的に公共施設の耐震化対策や更新時期を迎え

ようとしている中で、将来的な維持・更新などに係る費用

の最小化・平準化につなげるため、人口の変化に伴う需要

の変化や財政負担とのバランスを踏まえた取り組みが重要

となっています。

　このことから、２８年３月に策定した「公共施設等総合管

理計画」に基づき、本市の公共施設の課題を整理し、対処

方法を示す行動計画に位置付けられる「公共施設再配置計

画」を今年度中に策定する予定です。

　広く市民の皆さんに関心を持っていただきたいことか

ら、策定に係る資料を市ウェブサイトの各課のページ「行

政管理課」に掲載していますので、詳細については、同ペー

ジをご覧ください。

　なお、素案が完成した時点でパブリックコメントを実施

させていただきます。

問い合わせ　行政管理課（内線３２７、３３８）

市都市計画マスタープランの改定に向けた　
アンケート調査にご協力を

　本市では、都市計画に関する基本的な方針である「市都

市計画マスタープラン」の改定作業に取り組んでいます。

　同プランの改定に向けて、市民の皆さんか

ら幅広いご意見をいただくため、１８歳以上の

市民の中から無作為に抽出された４０００人の皆

さんに、アンケート調査票を１１月中に郵送し

ますので、アンケートが届いた人は、回答にご協力をお願

いします。

問い合わせ　まちづくり推進課（内線４５３）

南部大阪都市計画住宅市街地の開発整備の　
方針の変更案の縦覧

　府と本市では、同変更案について、次のとおり縦覧を実

施します。なお、関係市町村の住民および利害関係人は、

縦覧期間満了日までに意見書を提出することができます。

縦覧期間　１１月１３日～２７日

縦覧場所　市役所４階まちづくり推進課、府庁別館３階都

市計画室計画推進課（大阪市中央区大手前三丁目２の１２）

※意見書の提出期限や提出方法など詳しくは、お問い合わ

せください。

問い合わせ　府都市計画室計画推進課〔０６(６９４４)６７７６〕

11月は自転車マナーアップ強化月間です！
～自転車などの放置はやめましょう～

　みんなが使用する道路に自転車などを放置すると、街の

美観を損ねるだけでなく、歩行者や緊急車両の活動の妨げ

となります。人の迷惑にならないよう、道路上に自転車や

ミニバイクなどを放置しないようにしましょう。

　本市では、各駅周辺の道路に「自転車等放置禁止区域」

を指定し、区域内に放置されている自転車やミニバイクを

保管所へ撤去・移送しています。

　１１月は自転車などの放置防止の強化月間として、駅前放

置自転車クリーンキャンペーンを実施し、放置自転車など

の撤去・移送を強化します。

　撤去された自転車やミニバイクなどは、「第一自転車等保

管所」（若松町東一丁目６の２７〔(２６)３２３３〕）で返還していま

すが、返還時に次のとおり移送・保管費用をいただきます。

・自転車　１５００円

・ミニバイク　２０００円

※同保管所の地図および自転車等放置禁止区域は、市ウェ

ブサイトの各課

のページ「道路

交通課」をご覧

ください。

●近鉄長野線

「富田林駅」周

辺の自転車等放

置禁止区域を拡

大

　１１月１日よ

り、富田林駅周

辺の自転車等放

置禁止区域に右図の道路を追加指定しました。

問い合わせ　道路交通課（内線４１６）

「とんだばやしふるさと寄附金」返礼品の取
り扱いが変わります～市民の皆さんの本市へ
のご寄付に対する返礼品が廃止されます～

　本市では、市民の皆さんからいただいた「ふるさと寄附

金」に対して返礼品をお贈りしていますが、このたび総務

省および大阪府より、本来のふるさと納税制度の趣旨にそ

ぐわないとの理由で、住民への返礼品を見直すよう通知が

ありました。

　そのため、本市では「ふるさと寄附金」の返礼品の取り

扱いを次のとおり変更します。

変更内容　本市に住民登録をしている人が本市に「ふるさ

と納税」をされた場合、返礼品はお贈りできなくなります。

※ふるさと納税制度の税控除などは従来どおりです。

※他市町村から本市へ寄付された人には従来どおり返礼品

をお贈りします。

変更日時　１２月１日より

問い合わせ　「ふるさと寄附金」については都市魅力創生課

（内線４２４）、税控除については課税課（内線１１７）
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11月は児童虐待防止推進月間です               
～児童虐待かもと思ったら…児童相談所全国   
共通ダイヤル〔 189 〕へ～

いちはやく

　児童虐待とは、親または親に代わる保護者が子どもの心

身を傷つけるなど、健全な成長や発達を妨げる行為のこと

をいいます。本市では、関係機関が連携し、

「要保護児童対策地域協議会」を設置し、虐

待の防止や状況の改善に努めています。

身近にこんな子どもはいませんか

○不自然なあざや傷がある

○衣服や体がいつも汚れている

○暗くなっても外を歩き回り家に帰りたがらない

○長時間、外やベランダなどに出されている

　児童虐待の早期発見には、皆さんからの通告が必要で

す。通告者や相談者のプライバシーは厳守されますので、

虐待を受けていると思われる子どもを見つけたときやご自

身が子育てなどで悩んだときは、次の機関にご連絡くださ

い。

■児童相談所全国共通ダイヤル〔１８９、３６５日、２４時間〕

■子どもの虐待ホットライン（相談専用）〔０６(６７６２)００８８、

祝日、年末年始を除く月～金曜日、午前１１時～午後５時〕

■こども未来室（内線２０６～２０８、祝日、年末年始を除く月

～金曜日、午前９時～午後５時３０分）

問い合わせ　こども未来室（内線２０７）

秋の全国火災予防運動

　火災が発生しやすくなる季節を迎え、防火の重要性を理

解していただくため、１１月９日～１５日の間、「火の用心

ことばを形に　習慣に」を標語に、全国一斉に秋の火災予

防運動が実施されます。

　市消防本部では、「安全・安心なまち」をめざして、火災

防止対策を重点に巡回広報活動などを実施します。

問い合わせ　市消防本部予防課〔(２３)１１２４〕

11月は「こころの再生」府民運動推進月間です

　同運動では、府民一人一人が「生命を大切にする」「思い

やる」「感謝する」「努力する」「ルールやマナーを守る」と

いった、時代や社会がどのように変化しても決して忘れて

はならない大切な「５つのこころ」を見つめ直し、「あいさ

つする」など毎日の暮らしの中でできることを呼び掛けて

います。皆さんも、「５つのこころ」と「あいさつ」を意識

して、できることから実践してみましょう。

問い合わせ　府教育総務企画課〔０６(６９４４)８０４２〕

11月は労働保険適用促進強化期間です

　労働者を１人でも雇っている事業主は、必ず労働保険

（①労災保険、②雇用保険）に加入しなければなりません。

まだ加入していない事業主は、①は労働基準監督署、②は

公共職業安定所（ハローワーク）で手続きをしてください。

問い合わせ　①羽曳野労働基準監督署〔０７２(９４２)１３０９〕、②

ハローワーク河内長野〔(５３)３０８１〕

女性に対する暴力をなくす運動

　夫・パートナーからの暴力（ＤＶ）や性犯罪、ストーカー

行為、セクシュアル・ハラスメントなど女性に対する暴力

は、女性の人権を著しく侵害し、男女共同参画社会を形成

していく上で克服すべき重要な課題です。

　内閣府では、１１月１２日～２５日の２週間、女性に対す

る暴力の問題に関する取り組みを一層強化し、人権尊重の

ための意識啓発や教育の充実を図ります。

　本市では、同運動に合わせて「特設女性のための電話相

談」などを実施したり、「男女共同参画セミナー」（２６ページ

参照）を開催したりします。

●特設女性のための電話相談〔(２３)０５６７〕

とき　１１月２８日、午前１０時～午後６時　

※毎月第１・２金曜日と第３・４火曜日に「女性のための

電話相談」を実施しています。日程・時間などは、２２ペー

ジ「今月の相談」をご覧ください。

問い合わせ　人権政策課（内線４７４）

●全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

　法務省の人権擁護機関では、人権擁護委員、法務局職員

による電話相談を次のとおり実施します。

とき　１１月１３日～１９日、午前８時３０分～午後７時（土・

日曜日は午前１０時～午後５時）

電話番号　〔０５７０(０７０)８１０〕

問い合わせ　大阪法務局人権擁護部〔０６(６９４２)９４９６〕

11月25日～12月１日は犯罪被害者週間です

　期間中、犯罪被害者などが置かれている状況や、犯罪被害

者などの名誉や生活の平穏への配慮の重要性などについて、

理解を深めることを目的に啓発事業などを実施します。

　また、認定ＮＰＯ法人大阪被害者支援アドボカシーセン

ター（府公安委員会認定犯罪被害者等早期援助団体）では、

事件・事故の被害に遭われた人への相談、付き添いなどの

支援を実施しています。相談・支援は全て無料で、秘密は

厳守しますので、安心してご相談ください。

とき　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）、

午前１０時～午後４時

電話番号　〔０６(６７７４)６３６５〕

問い合わせ　府治安対策課〔０６(６９４４)７５０６〕

廃棄物の野積み、野焼き、不法投棄は犯罪です

　１１月は産業廃棄物不適正処理防止推進強化月間です。

　土地の所有者・管理者が、土地の管理を適切にしていな

かったり、安易に土地を貸したりした結果、廃棄物が不法

投棄されたり、埋め立てられたりして、周りの生活環境に

支障を及ぼすことがあります。

　このような場合、土地所有者などが多額の費用を負担し

て撤去しなければならなくなるケースもあります。このよ

うな事態にならないよう、土地の状況を定期的に監視する

など管理を徹底しましょう。また、土地を他人に貸すとき

は用途を十分確認し、書面で契約を結ぶようにしましょう。

問い合わせ　府産業廃棄物指導課〔０６(６２１０)９５７２〕




